











































































































衛 星　要　目 軌 道　要　素＊
重　　　量 736㎏（運用時） 高　　　度 859．612k皿
1406㎏（打上げ時） 軌道長半径 7229．91k皿
全　　　長 3．71m 軌道傾斜角 98．98。
直　　　径 1．88m 周　　　期 102．067分
太陽電池板 11．6㎡
（近地点）
の面積 （出力1．2kw） 離　心　率 0．001546
昇　交　点 1：00PM
通過時刻
＊1986年2月14日午後1時3分43秒（日本時間）現在
Table　2　Spectral　bands　for　AVHRR　on　NOAA－9．
チャネル 観測波長帯域（μm）
1 0．58～0．68 可　視　光
2 0．725～1．10 近　赤　外
3 3．55～3．93 中間赤外
4　　5
10．5～11．3
P1．5～12．5
熱　赤　外
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ネルの観測波長帯域をもつ。第1チャネルにおいては
可視光の反射強度により雲，氷，陸地等を見る。第2
チャネルは従来の可視光チャネルのうち長い波長のも
のを分離するもので，陸地，海・氷・雪，結氷・解氷
の識別に役立つ。第3チャネルは従来の赤外バンドに
近いもので，海面温度の測定に用いられる。第4チャ
ネルは熱赤外で第2の大気の窓といわれるチャネルで
あり，昼夜間の雲分布と海面温度を測定する。第5チ
ャネルでは，水蒸気による吸収の影響をよりょく補正
し海面温度測定を改良する。いずれのチャネルにおい
ても，分解能は1．lkmである。
　我が国では，気象庁の気象衛星センターにおいて
AVHRRのHRPT信号が受信されている。　HRPTは高
分解能のデータを，1698MHzと1707MHzで360本1分
の標準ファクシミリにより位相変調のディジタル信号
として送信する。データの読み出しは地上受信局上空
で指命により高速で行なわれるが，HRPTのデータは
軌道一周分を記録できないので必要な地域のみとなっ
ている。
　（4｝海面温度の計算
　本研究では，以上の5チャネルのうち第4チャネル
の熱赤外データを用いて海面温度を計算する。データ
は磁気テープ中に0～255の範囲の数値（CCT値とい
う）として入っており，海面温度はこのCCT値から
直接求めることができる。
　AVHRRデータから計算される海面温度は，実際の
それより低めに求められ，その誤差の程度も一定でな
い。その原因は，海水のもつ物理温度と見掛けの輝度
温度との間に差のあること，また大気を通過する間に
大気中の水蒸気などの吸収媒体によって放射輝度エネ
ルギーが減衰されることによる。しかし，ここではこ
のような大気効果の補正は行なわず，AVHRRデータ
による値をそのまま海面温度として扱うこととする。
3．解析の結果
　（1）温度分布
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Fig．4　Gray　map　for　temperature　estimated　from　AVHRR　data，
　　　July　15，1985．
　使用したデータは昭和60年7月15日午
後2時28分（日本時間）にNOAA　9号
により観測されたもの（軌道No．03030）
である。解析対象地内の温度の最低，最
高値をそれぞれ5℃及び30．5℃に設定す
る。このとき最低，最高温度はCCT値
でそれぞれ0，255に相当するため，温
度はt（℃）＝5十25．51255×CCTで計
算される。
　温度を10段階に分け各レベルを記号で
表したグレイマップをFig．4に示す。こ
の図では地形を明らかにするため，範囲
を解析対象地だけでなく南は長崎，熊本
まで含んでいる。各記号はひずみが補正
された3km平方の大きさであり，最低温
度（20．0℃以下）の○印は雲を表すよう
である。最高温度（24．1℃以上）の●印
は陸地で，山口から福岡，佐賀，熊本に
かけての内陸部は大半雲に覆われ，対馬
の一部にも雲のあることが分かる。
　（2｝海面温度
　Fig．5はFig．4の温度分布図から作成
した海面温度のコンター図である。図中
の数値は温度（℃）を表す。両図から，
海面温度は南の方が北より高く，その温
度の高い海流（対馬暖流）が対馬と九州
に挟まれた対馬東水道に流入していく様
子が明瞭に見てとれる。
164 対馬東水道及び周辺海域における海面温度の遠隔観測
　Fig．5をFig．1の測線Bについて見る
とき，対馬寄りの海域に周囲より温度の
低い箇所のあることに気付く。これは，
雲の可能性を否定できないが，Fig．2の
水温断面図と照合することにより冷水域
と判断できる。これを明らかにするため，
測線B上の温度分布をFig．6に示す。
Fig．6をFig．2と対比すれば吟声とも対
馬側で温度が低くなっており，水温の断
面図，平図面いずれからも冷水域の存在
を認めることができる。ただし，Fig．2
は昭和58年7月28日，Fig．6は昭和60年
7月15日の観測であり，観測日の相違に
注意しなければならない。
4．　あとがき
　NOAAと同様に海面温度を把握でき
る人工衛星には，現在LANDSATがあり
近い将来にはMOS－1がある。LAND－
SATはセンサーとしてTM（セマティッ
クマッパー）を搭載している。TMは熱
赤外バンドの分解能が120mと大きいも
のの回帰周期は16日と長い。MOS－1は
我が国が昭和61年度中に打ち上げを予定
している海洋観測衛星である。その回帰
周期は17日であり，搭載するセンサーの
一つVTIR（可視熱赤外放射計）は丁丁
町域で2．7kmの分解能をもつ。これに対
して，NOAAは分解能1．1kmとLAND－
SATのTMよりかなり劣るが同一地域
を1日に2回観測し状況変化の激しい海
洋の観測に適している。今後お互いに一
長一短を補いっっ，NOAAはLAND一
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Fig．5　Sea　su㎡ace　temperature　map　made　by　AVHRR　data，
　　　July　15，1985．
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Fig．6　Distribution　of　sea　surface　temperature　along　Line　B，
　　　July　15，1985．
SAT，　MOS（分解能の向上が望まれるが）とともに
海洋観側にその偉力を発揮すると期待される。
　NOAAの問題点は，　AVH：RRデータから計算される
海面温度が大気効果のため実際のそれより低目である
ことにある。本文においても，この大気効果を補正す
ることなく海面温度を求めた。しかし，これは
AVHRRの第4チャネルのみを用いたことによってお
り，例えば第5チャネルとの組み合わせによりこの補
正は可能なようである。大気補正による正確な海面温
度の計算については，他の観測日のデータ解析ととも
に稿を改めて発表したいと思う。
　最後に，本稿を草するに当りNOAA衛星及び
AVHRRデータについて種々助言を頂いた日本気象協ヒ
会・古賀真綱，斉藤誠一の両氏に，深甚の謝意を表す
る次第である。
　　　　　　　　参　考　文　献
1）水野信二郎・川建和雄・三井田恒博（1984）：対
　馬東水道と周辺海域における海洋観測，九州大学
　応用力学研究所所報，第60号，pp．445～454．
2）日本造船振興財団（1981）：人工衛星，JAFSAリ
　モートセンシング資料，No．1，　pp．38～43．
